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《業 種 別 総 括 》 

                           29年 2月 

〔漁 業〕 

・ 2月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を上回った。漁獲量は、ツブ、タラ・スケソ、

底曳き漁が大幅に増加。タコ、毛ガニ、カレイが減少した。漁獲金額はタラ・スケソ、ツブ、

底曳き漁が増加し、ウニ、昆布が減少した。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 浦河町やひだか東農協でつくる「町担い手育成総合支援協議会」は、夏イチゴなどの栽培を学

ぶ新規就農研修を終えた5組、6人に修了証書を手渡した。4組がイチゴ、1組がミニトマトを栽

培する。 

・ ㈱ジェイエス主催の繁殖馬セールが北海道市場で行われた。牝馬38頭が上場。25頭を売却し、

総額1億5,451万円（税別）を売上げた。総売上は冬季セールレコードとなった。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は114百万円で前年を108百万円上回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負

金額)は742百万円で前年を700百万円上回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、2件で前年と同件数となった。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか町静内の太田養蜂場が販売するハチミツが、道外でも人気を集めている。昨春から東

京の物産展に出店し、リピーターも獲得。同社は、生産から商品化まで一括で扱っている。「ハ

チミツが日高を代表する地域ブランドの1つになればと」期待を寄せている。 

・ えりも漁協直売店で25、26日、開店5周年感謝大売出しが行われ、毛ガニが特価販売とあって

大勢の購買客でにぎわった。初日は開店と同時に50人あまりが店内に詰めかけ、販売当日に茹

で上げた毛ガニコーナーは超人気となった。 

〔観光・その他〕 

･ 2月9日の「肉の日」に合わせ、新冠町内の日高食肉流通センターで加工された豚肉などを屋外

のバーベキューで味わう「Niikappu体寒ぽ～くまつり2017」が10日、新冠温泉レ・コードの湯

ホテルヒルズ駐車場で開かれた。家族連れや同僚グループなど約160人が集まり、熱燗などで体

を温めながら肉や野菜を次々と口に運んだ。 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ、浦河地区、全道ともに前年を上回った。 

〔総 括〕 

・ 漁業は、前年比で漁獲量、漁獲額ともに増加した。漁獲量は底曳き漁、ツブ、タラ・スケソが

大幅に増加。タコ、毛ガニ、昆布が減少した。タラ・スケソは先月に続き好調で前年比759ｔ、

47百万円の大幅な増加となっている。建設業の月中請負金額（北海道建設業信用保証㈱の保証

金額）は前年を7億円上回った。小売業の売上は、スーパー、コンビニは、前年並みかやや増

加。一般小売店は、動きは鈍く前年並みかやや減少。家電販売は総体的に動きは鈍く減少。衣

料販売は冬物衣料の動き鈍く減少している。自動車関連では修理関係は前年並み、車輌販売は

低調が続いている。地区内景況は建設業の工事減少、一次産業も閑散期となっており、個人消

費者の購買力は鈍く、地区内景況は、引き続き鈍い動きとなり、横這いの状況となっている。 
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〔沿岸漁業〕カレイ、タコ、ツブ、毛ガニ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き、タラ・スケソ漁等。 

      総漁獲量 3,501ｔ・金額975百万円（前年同月比1,016ｔ増・85百万円増) 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

カレイ漁…………… 

 

75ｔ ・   48百万円 

 

( 同     14ｔ減  ・   7百万円増 ) 

タコ漁……………… 260ｔ ・  150百万円 ( 同      44ｔ減  ・   4百万円減 ) 

ツブ漁……………… 123ｔ ・   86百万円 ( 同      70ｔ増  ・  36百万円増 ) 

ホッキ漁…………… 22ｔ ・    8百万円 (  同       6ｔ増 ・  1百万円増 ) 

ナマコ漁…………… 1ｔ ・    5百万円 ( 同    増減なし  ・   1百万円減 ) 

底曳き網漁………… 1,512ｔ ・  174百万円 ( 同    319ｔ増  ・  18百万円増 ) 

カニ漁……………… 27ｔ ・  96百万円 (  同      19ｔ減 ・  9百万円増 ) 

ウニ漁……………… 

タラ・スケソ漁…… 

昆布………………… 

17ｔ ・  24 百万円 

1,208ｔ  ･   99百万円 

229ｔ ・  264百万円 

(  同      2ｔ減 ・  9百万円減 ) 

( 同    759ｔ増 ・  47百万円増 ) 

( 同    16ｔ減  ・  13百万円減 ) 

その他……………… 27ｔ ･   21百万円 ( 同    43ｔ減  ・   6百万円減 )  

 

・ 2月の総水揚げは、漁獲量は前年を1,016t上回り、漁獲金額も前年を85百万円上回った。漁獲

量は、底曳き網、ツブ、タラ・スケソが前年を上回り、他魚種は前年を下回った。漁獲金額は、

タラ・スケソ、ツブ、底曳き網等が前年を上回り、ウニ、昆布が前年を下回った。タラ・スケ

ソは好調で前年比319ｔ・18百万円の増加と先月に引続き前年比増加となった。例年スケソは

12月、1月がピークとなるが、気候、海水温変化の影響か例年よりずれ込んでいるようだ。え

りも町では昨年12月から毛ガニ漁が始まり2月で漁は終了したが、水揚は昨年より減少してい

る。また、通常餌にイカを使用しているが、そのイカが最近、渡島海域への北上が低調なため

高値で入手しにくいことから、他の魚種を餌に混合しているため餌代が嵩んでおり厳しい状況

となっている。 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 平成29年度のホッカイドウ競馬は、4月18日に開幕し11月9日まで80日間（15開催）の日程を組

んでいる。全日程が門別競馬場のナイトレースで、若手騎手の技術向上を目的に、7月27日にＪ

ＲＡと地方騎手の交流競走シリーズ「ヤングジョッキーシリーズ」を新設する。新年度の発売

目標額は前年度比25％増の約216億円。同競馬場はコースのナイター化整備や、場内映像のＨＤ

化、レース番組の編成などに務め、発売額は順調に伸びている。 

〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数102頭（前年104頭）金額9,663万円（同9,775万円)。  

価格は、子牛が81万円(前年74万円)、肥育牛は124万円(同125万円)。えりも地区は10 

ヶ月素牛が出荷頭数33頭(前年35頭）金額は2,712万円（同2,473万円）。価格は牡が86 

万円(同74万円) 牝は77万円(同65万円)。国内産牛の出荷頭数の減少により高値での取  

引が続いている。 

 

〔花き栽培〕  

・2月の花き出荷実績は、26千本、金額2,419千円（前年29千本、2,910千円)。 

 

 

 

 

 

〔公共工事〕 

・町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数8件、金額114百万円（前年2件、6百万円）工

事発注状況をみると、前年同月比で件数は6件上回り、金額は108百万円上回った。 

・日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、742百万円(北海道建設業信用保証㈱の保証請 

負金額)。前年同月比700百万円増加した。 

 

〔土木・建設業〕 

・室蘭開発建設部主催の高規格道路・日高自動車道の厚賀静内道路とこれに伴う付帯工事の説

明会が16日、新冠町節婦で開かれ、住民が出席して、工事概要や整備効果、周辺環境に対す

る影響について理解を深めた。日高自動車道（苫小牧―浦河間120㌔）の日高門別―厚賀（仮

称）間14.2㌔は29年度末に開通を予定している。今回は厚賀―新冠間の概要などについて

説明があった。また、日高振興局は厚賀インターチェンジ延伸をきっかけに、管内交流人口

拡大や地域活性化につなげようと、「優駿日高道 オールひだか魅力発信会議」を発足した。 

 

〔建築確認申請〕 

 

・2月中受付建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は 2件で前年と同件数となった。 
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〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が664ｔ（前年673ｔ）で前年比1.3％の減少。出荷

金額は11,496千円（同11,306千円）で同比1.7%の増加となった。 

 

〔製 材〕 

・ 建材、プレカット材等は町内外の建築業者からの受注落着き、やや減少している。 

 

  

 

 
〔卸売業〕 

・野菜・果物は総体の8割が本州産となっており、野菜類は総体的にやや安値、果物類は前年並

みで推移している。地物産では、ホウレンソウや小松菜等の出荷が始まっている。また、浦河・

様似産のイチゴの出荷も始まっている。4月下旬からはミニトマトの出荷が始まる。 

 

〔小売業・飲食業〕 

・新ひだか町ＮＰＯ法人「静内耕生舎」が運営する障害者の就労支援継続事業所「ＣｏＫｏＲｏ 

（ココロ）357」が製造販売している、地場昆布などを使ったふりかけなどが、東京と札幌の道 

産品アンテナショップ「どさんこプラザ」の期限のない通年での取扱商品に採用された。 

 

〔観光・その他〕 

・地域に根ざし、社会に貢献する活動を行っている個人・団体を表彰する2017年「道新地域げん 

き大賞」で、東胆振・日高地方では、日高管内7町の温泉施設や飲食店などでつくる異業種交流 

グループ「HIDAKAおもてなし部会」が選ばれた。地場食材の新メニューの開発やイベントへの 

参加、地域の名所を紹介する冊子作製を通じて、日高の魅力を広く発信している。地域の財産 

の活用では、地場産食材を活用したメニューを開発。ツブやえりもの短角牛を焼いた「ひだか 

串」や浦河の夏イチゴを使ったイチゴミルクなどを商品化し、管内外の食の催しに出店してい 

る。また、観光誘客に欠かせない人材育成にも力を入れ、講演会なども精力的に開き、マチの 

魅力をＰＲできる担い手を育てている。 

・豊かな森林資源と浦河港を有効活用する取り組みとして、道内の木材関連業者による本州の合 

板工場向けのカラマツ原木の船積み移出が2月末に初めて行われる。これまで道外向け丸太はト 

ラックで苫小牧港や十勝港（広尾町）まで運んでいたが、地元の港を利用することで輸送コス 

トの削減や需要拡大による林産業関連の雇用増大が期待でき、港湾管理者の浦河町は「浦河港 

の活用で地域の活性化につなげたい」と話している。 

・旅行予約サイト「楽天トラベル」が優良宿泊施設に贈る「楽天トラベルアワード2016」の北海 

 道地区のレジャー部門「お客さまの声大賞」に、浦河町内のペンション「ホースヴィレッジ馬 

の宿」が3年連続で選ばれた。宿は7室ある2階建てと家族連れ向けの平屋の2棟。四方を軽種馬 

牧場に囲まれ、窓から草をはむ馬や太平洋、日高山脈が見える絶好のロケーションになってい 

る。 
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内（新 冠 町 ～ え り も 町）の倒産は、0件（前年同月0件）。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、1件（前年同月0件）。 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は26件(前年同月22件)、負債総額は43億2千万円(同317億8千万円)、倒産件

数は前月比9件増加、前年比で4件増加となった。           （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は688件(前年同月723件)、負債総額は1,158億3千万円（同1,635億2千万円）。 

倒産件数は前月比83件増加、前年比で35件の減少となった。 

〔雇 用〕 

・ 2月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.62倍で前年比0.51ポイント増加、前月比で0.02ポイン 

ト減少した。有効求人数は1,200人で前年比255人、前月比73人の増加となった。有効求職者数 

は742人で前年比111人減少、前月比55人の増加となった。全道の月間有効求人倍率は1.06倍で

前年比0.07ポイント増加、前月と同じ倍率となった。 

 
 
 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
 
  2／18 第52回 京都牝馬ステークス                    （ＧⅢ） 
       レッツゴードンキ 号         （平取町 清水牧場 殿生産） 
  
  2／19 第51回 小 倉 大 賞 典                       （ＧⅢ） 
       マルターズアポジー 号        （新冠町 山岡牧場 殿生産） 
  

2／26 第61回 阪 急 杯                        （ＧⅢ） 
       トーキングドラム 号        （日高町 下河辺牧場 殿生産） 
 
   

2016年度市場成績総括表 
   

  上場頭数 売却頭数 売却率 売上総額 最高価格 
 

当歳市場 232  173  74.6% 6,811,500  280,000  
 

１歳市場 2,472  1,706  69.0% 15,801,300  260,000  
 

２歳市場 397  289  72.8% 2,573,320  80,000  
 

合 計 3,101  2,168  69.9% 25,186,120  価格は税別。単位：千円 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

 

倒産・雇用状況 

 

その他 
 

2017年市場日程決まる 

北海道１歳市場（主催：日高軽種馬農業協同組合）は昨年、73.5％の売却率を記録したセレクシ

ョンセールを筆頭に3開催で9日間を予定。年々市場規模が拡大しているサマーセールは、予定

を1日増やして5日間開催とした。近年、上場頭数、取引頭数は上昇一途だが、数年の課題とな

っている宿泊施設等は改善されておらず、開催日数の延長に応じた新たな改革が求められそうだ。

昨年、初の売却率70％越えを記録したオータムセールは同様に3日間開催を予定している。 



 

６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成29年2月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,265 -89 7 2,599 -13 24 

日 高 町 12,385 -142 -22 6,298 -11 -13 

新 冠 町 5,668 -45 -3 2,740 22 -2 

新 ひ だ か 町 23,358 -360 -30 11,803 -91 -17 

浦 河 町 12,792 -104 -10 6,752 44 -7 

様 似 町 4,534 -89 3 2,245 -6 6 

え り も 町 4,921 -130 -12 2,166 0 -3 

日高地区合計 68,923 -959 -67 34,603 -55 -12 

広 尾 町 7,157 -149 -8 3,440 -41 -8 

大 樹 町 5,714 -48 -4 2,666 19 -4 

日高･十勝地区合計 81,794 -1,156 -79 40,709 -77 -24 

札 幌 市 1,957,990 5,304 -167 933,226 10,556 81 

江 別 市 119,157 -214 -41 56,082 550 -4 

石 狩 市 58,911 -271 -19 27,381 186 20 

北 広 島 市 59,105 -154 4 27,116 225 9 

恵 庭 市 69,194 152 -35 32,328 533 9 

千 歳 市 96,286 358 -92 47,870 616 -26 

石狩地区合計 2,360,643 5,175 -350 1,124,003 12,666 89 

苫 小 牧 市 172,998 -622 -105 87,269 441 -49 

厚 真 町 4,664 -27 -9 2,139 17 -4 

む か わ 町 8,512 -179 -37 4,290 -78 -21 

胆振地区合計 186,174 -828 -151 93,698 380 -74 

営業区域合計 2,628,611 3,191 -580 1,258,410 12,969 -9 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成29年2月) 

 （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月 前  月 

月 間 有 効 求 人 数 1,200 87,455 945 84,756 1,127 81,628 

月間有効求職者数 742 82,527 853 85,189 687 77,312 

月間有効求人倍率 1.62 1.06 1.11 0.99 1.64 1.06 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成29年2月) 

 （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 2 0 1 

(新ひだか町～広尾町) 28/4～29/2 累計 93 0  

(資料出所:各市町村) 

  



 

７ 

 

 

 

４ 企業倒産状況(平成29年2月)  
                                      （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 1 1 1 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 26 432 4 -2,747   
全   国 688 11,583 -35 -4,769   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成29年2月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

130,631 4.61 1.38 52,388 4.15 1.15 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 29年2月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 266 -25.70 -17.90 

交換金額 296 -7.21 -16.85 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

2月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -1.5 29.0 159.2 0.9 118.85 98.09 

広   尾 -3.2 36.0 171.9 1.1 67.80 107.17 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成29年2月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 97,723 0.8 47,087 3.4 144,810 1.6 

新ひだか町三石 27,305 -0.8 16,804 2.6 44,109 0.4 

浦 河 町 57,627 -0.3 25,256 3.2 82,883 0.7 

様 似 町 24,532 -1.7 10,490 -3.4 35,022 -2.2 

え り も 町 24,546 -1.3 10,236 11.0 34,782 2.0 

広 尾 町 35,330 -2.3 14,638 -2.8 49,968 -2.4 

＊ 広尾町は29年1月分                              (資料出所：各町) 



 

８ 

 

 

 

１１月１２日～１３日に様似町で開催された学習交流では、両地域から

計２５名の小学生が参加し、エンルム岬周辺でのスタンプラリーや、アポ

イ岳ジオパークビジターセンターの見学、かんらん岩を使ったキーホルダ

ー作成などを通じて、アポイ岳ジオパークに関わる自然・歴史・文化につ

いて学びました。 

 

 

  

スタンプラリーの様子 

 

 

 

日高管内の様似町にあるアポイ岳とその周辺地域は、ユネスコ世界ジオパーク 

に認定されています。 

今回は、アポイ岳ユネスコ世界ジオパークに関する取組を紹介します。 

洞爺湖有珠山ジオパーク地域（伊達市、豊浦町、壮瞥町及び洞爺湖町の

１市４町）とアポイ岳ジオパーク地域（様似町）の小学生がお互いの

地域を訪れ、地域の人からの学びを通じて、ふるさとに誇りと愛着を 

持ってもらうことを目的として今年度から実施しています。１回目（９月

１０日～１１日）は洞爺湖有珠山ジオパークで、２回目（１１月１２日 

～１３日）はアポイ岳ジオパークで開催されました。 

 

○「洞爺湖有珠山×アポイ岳小学生ジオパーク学習交流」とは 

○アポイ岳ジオパークでの学習の様子 

ジオパークについて学ぶ生徒達 

～問い合わせ先～ 

 日高振興局地域創生部地域政策課（０１４６－２２－９０７３） 

 

日高振興局からのお知らせ 



 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成2９年3月31日(金）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   
 

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！  
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成28年4月1日現在） 
固定金利特約期間 基準金利 優遇金利 当金庫とお取引のある建設

業者のご利用または不動産
業者からのご紹介の場合、
左記の優遇金利より 

▲年0.10％ 

特約期間 3 年 年3.10％ 年0.80％ 
特約期間 5 年 年3.60％ 年1.10％ 
特約期間 7 年 年4.10％ 年1.30％ 
特約期間 10 年 年4.40％ 年1.50％ 
※ 上記お取引金利には、団体信用生命保険（一般・3大疾病保障付）の保険料が含まれています。 
※ 固定金利特約期間終了後も基準金利より年▲1.30％、ただし変動金利を選択された場合は適用されません。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「無担保住宅ローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

無担保住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成28年4月1日現在） 
商品名 基準金利(変動金利) 引下げ金利 優遇金利（保証料込） 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険付） 3.68％ ▲1.55％ 2.13％ 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険無） 3.28％ ▲1.55％ 1.73％ 

※ 保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料は上記のお取引金利に含まれています。 
※ 団体信用生命保険付のお取引金利には、保険料が含まれています。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成28年4月1日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきんフリーローン『アクア』新登場！ 

●取扱開始 平成２９年２月１日（水） 
お使いみち 自由（但し、事業性資金を除く） 

ご融資金額 １０万円以上８００万円以内 ※専業主婦の方は５０万円以内 

ご融資期間 ６ヵ月以上１０年以内（１ヵ月単位） 

ご融資利率 年3.5％、年5.5％、年7.5％、年9.5％、年11.5％、年13.5％のいずれか 

連帯保証人 原則不要です ※オリックス・クレジットの保証が受けられる方 

※ 詳しくは、窓口または担当の営業係りにおたずねください。 
※ 審査の結果、ご希望に添えないこともございます。予めご了承ください。 
※ パソコン・スマートフォンからも２４時間受け付けております。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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